
Title 工学部学生宮澤弘幸の在学について

Author(s) 井上, 高聡

Citation 北海道大学大学文書館年報, 9, 42-67

Issue Date 2014-03-31

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/56502

Type other

File Information ARHUA9_003.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



＜ 研究ノート ＞

工学部学生宮澤弘幸の在学について

井上 高聡

はじめに

２０１３年５月２９日～６月１日、北海道大学から三上隆理事・副学長と井上高聡大学文書館

員が、宮澤弘幸令妹の秋間美江子氏（アメリカ、コロラド州ボルダー在住）を訪問した。

北海道大学では２０１０年に、逸見勝亮理事・副学長・大学文書館長（現在は名誉教授）が、

宮澤弘幸の在学について大学公文書を調査して、「宮澤弘幸・レーン夫妻軍機保護法違反

冤罪事件再考――北海道大学所蔵史料を中心に――」１）（以下、逸見勝亮報告と略す）を

報告した。その後、工学部が公文書を悉皆調査したところ、逸見勝亮報告の調査の際には

見出せなかった、宮澤弘幸の「退学願」、「復学願」、「死亡届」等を確認した。秋間氏訪問

は、これら新たに確認した大学公文書について、直接、説明するためであった。

本稿は、秋間氏への説明に、その後の資料学的観点から行なった文書精査で明らかとなっ

た見解を加え、宮澤弘幸の在学について考察することを目的とし、逸見勝亮報告を補訂す

るものである。

本文の１、２では、後述する上田誠吉が著書で触れていない、宮澤弘幸の北海道帝国大

学在学時の活動を中心に、大学関係資料を基に記述した。３‐６は、新たに確認した大学

公文書の考察である。

「宮澤・レーン事件」について、改めて簡単に説明する。アジア・太平洋戦争開戦の１９４１

年１２月８日、北海道帝国大学工学部２年目学生であった宮澤弘幸が、予科英語教師Ｈ．レー

ン、Ｐ．レーン夫妻とともに軍機保護法違反容疑で検挙された。その後の裁判で、１９４３年

５月に宮澤とＨ．レーンの懲役１５年、Ｐ．レーンの懲役１２年が確定した。これが「宮澤・レー

ン事件」である。レーン夫妻は、間もなく交換船でアメリカへ出国するが、宮澤は GHQ

の指令で釈放される１９４５年１０月まで服役し、釈放後、苛酷な拘禁生活が基で１９４７年２月に

死去した。戦後、弁護士上田誠吉が、『戦争と国家秘密法――戦時下日本でなにが処罰さ

れたか――』（イクォリティ、１９８６年３月）、『ある北大生の受難――国家秘密法の爪痕―

―』（朝日新聞社、１９８７年９月）、『人間の絆を求めて――国家秘密法の周辺――』（花伝社、

１９８８年７月）などの著書で、宮澤・レーン事件の全貌を解明し、宮澤弘幸は冤罪であった

との見解を明示した。
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日付 会場 催事会 演題

１９３８． ［不明］ 弁論部例会 宗教に対する一私見

１９３８．０６．１５． 今井記念館 春季札幌公開講演会 美を見凝めて

１９３８． 留萌、滝川、岩内方面 春季巡回講演会 ［不明］

１９３８．０８．２０‐２７． 道内班東部方面 夏季巡回講演会 不思議な話

１９３９．０９． 天塩班 夏季巡回講演会 ［不明］

１９４０．０２．１０． 今井記念館 予科実科合同講演会 人間の問題

【表１】 宮澤弘幸の演説活動

［出典］『北海道帝国大学新聞』１９３８年６月２８日、８月２３日、１９３９年７月２５日、１９４０年２月２０日
『桜星会会報』第３号（１９３９年３月）

１、北海道帝国大学予科在学時代

�１ 予科入学

宮澤弘幸は東京府立第六中学校を卒業した１９３７年３月、北海道帝国大学予科工類を受験

した。北海道帝国大学は予科・農学実科・林学実科・附属土木専門部の入学試験を３月２３

日から６日間にわたり、札幌（北海道帝国大学）と東京（第一高等学校）を会場として実

施した２）。この年から試験科目として従来の「動・植物学」が「化学（有機化合物を除く）」

に代わり、宮澤の受験した予科工類は、２３‐２５日に身体検査、２６日に国語漢文（１５０点）、

２７日に化学（７０点）と数学（１５０点）、２８日に英語（１５０点）という日程であった３）。

大学は、４月５日に合格発表を行ない、宮澤は倍率１２倍の予科工類（定員１２０名）に合

格した４）。

新入生は４月１７日に初登校し、２６日に中央講堂において入学式に臨んだ。宮澤は予科工

類３組（３６名）となり５）、級主任は図画担当の中根孝治教授、予科３年間の生徒担任は数

学担当の鈴木庄治郎教授となった６）。

�２ 桜星会弁論部における活動

北海道帝国大学予科は、「大学予科生徒並ニ大学予科職員ノ懇親団結ヲ図リ会員ノ意気

及校風ヲ維持発揚スルヲ以テ目的」として校友会組織桜星会を結成していた。桜星会は、

予科生徒が正会員、予科職員が特別会員となり、予科主事が会長を務め、下部団体として

２０の団・部を組織していた７）。

宮澤弘幸は桜星会弁論部に所属していた。予科２、３年級になると宮澤は弁論部が開催

する講演会で積極的に演説を行なっている。表１は、記録に残っている宮澤の演説活動で

ある。

演説の内容を窺い知ることはできないが、演題からは宮澤が主に文芸の分野に強い関心

を向けていることが分かる。例えば、予科２年級の春に宮澤が「美を見凝めて」を演説し
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た春季札幌公開講演会では、他の演者は、「ナチスの指導精神」（予科医類３年級向後鐵太

郎）、「日本文化の歴史的考察」（医学部小野淳信）、「時局と農村問題」（農学部助教授荒又

操）と題した講演を行なった８）。また、「不思議な話」を演説した１９３８年の夏季巡回講演

会では、他の演者は、「歴史を創造る力」（予科農類３年級伊藤盛也）、「支那と支那人」（予

科医類３年級向後鐵太郎）、「日本に於ける仏教文化について」（予科工類１年級加納久

雄）、「過去の日本を顧みて」（予科工類２年級若林司朗）、「我が国古来の思想」（予科農類

２年級佐々木義夫）と題した講演を行なった９）。飽くまで演題からの推測に過ぎないが、

宮澤は、当時の日本の政治や国家、国体、民族、戦争といったものに盲信的に傾倒すると

いう傾向は比較的薄かったのではないだろうか。もちろん、そういったものに批判的であった

というわけではないが、少なくとも文芸の分野により関心を寄せていたということはできる。

�３ 『桜星会雑誌』への詩の投稿
また、宮澤は、桜星会文芸部が刊行する『桜星会雑誌』に詩を投稿している。１９３８年７

月刊行の『桜星会雑誌』第４６号には「真理は時に嘆く」（資料１）と題する詩を発表して

いる１０）。『桜星会雑誌』第４７号にも詩「山の詩・他一篇」を投稿したが、誌面の関係で掲

載されなかった１１）。

文芸への傾倒については、こうした活動をはじめ、「宮澤弘幸予科アルバム」（秋間美江

子氏寄贈、北海道大学大学文書館蔵）に書き込まれた自作の詩歌・随想・紀行文や、古典

の引用にも見て取れる。

�４ 「支那語講習会」への参加
この他、予科時代の文化活動としては、宮澤が、１９３８年１２月２日１５：３０‐１７：００に大学

内の学生生徒控所８号室で「支那語講習会」を２０名の参加者で開催する旨の集会届を学生

課に提出したという記録が残っている１２）。

「支那語講習会」については、『北海道帝国大学新聞』が同年１１月２２日付けで、「予科報

国会では一学期発表した支那語講習会をやつと実行する事になり十八日動物実験室に於て

放課後第一回の講義があつたが二十四名出席熱心に発声練習をなしたが第三学期は時間の

都合上昼食時の暇を利用して座談的にやつて行く意向である講義は農類三年生の学友呉君

の好意によつてなされるものである」１３）と報じている。

�５ 文武会理事就任

文武会は、「北海道帝国大学在籍ノ学生々徒ハ必ス通常会員タルモノトス」る大学全体

の学友会組織で、その他、教員・職員・卒業生・関係者が各種会員となり、「会員ノ智徳

ヲ研修シ体育ヲ奨励シ兼テ会員ノ融和ヲ図ルヲ以テ目的」とした１４）。文武会では、会頭を

総長が務め、下部組織として２４の部をあった。

１９３８年１１月３０日、文武会の１９３９年度理事の選挙があり、各学部から２３名の新理事を選出
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【資料１】『桜星会雑誌』第４６号に掲載された宮澤弘幸「真理は時に嘆く」
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科目 第１学年（１９３７年度） 第２学年（１９３８年度） 第３学年（１９３９年度）

修身 ○ ○

心理

国語 ○ ○

漢文 ○

第一外国語 一 ○ ○ ○

第一外国語 二 ○ ○ ○

第一外国語 三 ○ ○ ○

第二外国語 ○ ○ ○

代数 ○

三角幾何 ○

微積 ○

解幾 ○

微分 ○

積分 ○

力学 ○

物理 ○ ○

物実 ○

化学 ○ ○

化実 ○

植物 ○

動物 ○

地鉱 ○

法経 ○

図画 ○ ○ ○

体操 ○ ○ ○

【表２】 宮澤弘幸の予科在学時の履修科目

［備考］ 宮澤弘幸の予科学籍簿（北海道大学事務局学務部蔵、非開示文書）より作成した。「○」印が履修科目。

した。宮澤は予科選出理事６名の内の１人として、新理事となった１５）。

１９４０年１０月、文部省の意向により、学友会組織は教職員学生を一丸とした錬成報国の団

体に改組することとなった１６）。宮澤の工学部進学後、１９４１年２月６日に予科桜星会や文武

会は、北海道帝国大学報国会に改組された。宮澤は、この際にも、報国会文芸部講演班の

幹事に就任している１７）。

�６ 予科における履修科目

宮澤弘幸の予科履修科目は、表２の通りである。常に比較的上位の成績を修めており、

特に国語・漢文・外国語の成績の優秀さが顕著であった。
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１９３９年度文武会理事（大学文書館蔵）
１９３９年５月３日、中央講堂において。

２列目右２番目に宮澤弘幸。

掲載号・面 発行日 表題

第２４１号・２面 １９４０年１１月１２日 満洲を巡つて（一） 【資料２】

第２４２号・４面 １９４０年１１月２６日 満洲を巡りて（二）――旅行メモより 【資料３】

第２４３号・４面 １９４０年１２月１７日 満洲を巡りて――旅行メモより 【資料４】

第２５１号・２面 １９４１年６月１０日 戦車を習ふ 【資料５】

【表３】『北海道帝国大学新聞』への宮澤弘幸の寄稿

２、北海道帝国大学工学部在学時代

�１ 工学部電気工学科への進学

宮澤弘幸は、１９４０年３月に予科を修了し、４月に工学部電気工学科へ進学した。電気工

学科は電気機械・電力及電力応用・応用電気磁気学の３教室からなった。

�２ 『北海道帝国大学新聞』への投稿
宮澤弘幸が工学部に進学してからの活動は、上田誠吉『ある北大生の受難』に詳しい。

学部は予科と異なり、専門分野の講義・実験が生活の中心となり、一般的に学生の課外活

動はさほど活発ではない。宮澤については、工学部在学時の活動を示す記録として、表３

に示した、『北海道帝国大学新聞』への寄稿がある。

�３ 工学部における履修科目

上田誠吉『ある北大生の受難』に記述があるように、宮澤は、他の学部学生とは異なり、

積極的に学外の活動に力を入れていた。従って、工学部在学時の成績は平均的で、科目の

履修状況は必ずしも良い方ではなかった。

表４は、工学部在学時の履修科目である。合否欄が空白の科目は、宮澤が１９４１年１２月８

日に、軍機保護法違反容疑で検挙されたことにより、履修できなかった科目である。特に、
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科目 単位数 修学終了月日 合否

機構学（甲） ２ １９４０年１０月１９日 ×

水力学 ２ １９４１年１０月２５日 ○

数学第一 ４ １９４１年３月１２日 ○

水力機通論 ２ １９４１年３月１５日 ○

電気磁気測定法 ２ １９４１年３月１１日 ○

電気実験第一 （４） １９４１年３月 ○

物理学実験法 １ １９４０年１０月２４日 ○

物理学実験（甲） （１） １９４０年１０月 ○

電気磁気学 ５

測量実習及製図（乙） （１） １９４０年１０月 ○

測量第一 ２ ×（１９４０年１０月３１日）

材料力学第一 ４

熱及熱機関 ４ 欠席（１９４１年３月１日）

機械製図（乙） （２）

力学 ３ 欠席（１９４１年３月５日）

物理学 ４ 欠席（１９４１年３月７日）

電気機械第一 ４ １９４０年１０月２２日 ○

電気製図第一 （１） １９４１年３月 ○

電気磁気学演習 （０．５）

数学第二 ４

応用電気化学 ２ １９４１年１０月２０日 ○

交流理論 ４

電気機械第二 ３

電気機械第三 ３

電気工学実験第二 （９） １９４２年１月 ○

発送電及配電第一 ５

電灯及照明 ２ １９４１年１０月１６日 ○

電気鉄道 ２ 欠席（１９４２年３月）

電気器具 ２

高電圧工学 ４ 欠席（１９４２年２月）

電子工学第一 ２

電気通信原論第一 ４

電気機械設計及製図第二 （６）

【表４】 宮澤弘幸の工学部在学時の履修科目

［備考］ 宮澤弘幸の工学部学籍簿（北海道大学工学系事務部蔵、非開示文書）より作成した。

「電気鉄道」と「高電圧工学」は、講義に出席しながら、検挙された２、３ヶ月後に実施

した試験を受けることができずに、単位を認められなかったことを示している。
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文書名 文書日付 文書を綴じた簿書名 所蔵
（文書の扱い）

① 予科学籍簿 １９３８‐１９４１年 事務局学務部
（非開示）

② 工学部学籍簿 １９４１‐１９４７年 工学部
（非開示）

③
＊
退学願（宮澤弘幸）【資料６‐２】１９４２年４月１日 「入学退学休学卒業ニ

関スル書類 自昭和十
七年至昭和十九年 北
海道帝国大学工学部」

大学文書館
（部分公開）退学指令書議案書 【資料６‐１】１９４２年４月１日

④ 第四百二十七回教授会 １９４２年５月７日 「教授会記録 昭和十七
年度北海道帝国大学
工学部」

工学部
（非開示）

⑤
＊
復学願（宮澤弘幸）【資料７‐２】１９４５年１２月８日 「退学休学入学卒業関

係 自昭和二十年四月
至〃二十一年〃〃 工
学部」

大学文書館
（部分公開）復学指令議案書 【資料７‐１】１９４５年１２月２１日

⑥
＊
死亡届 【資料８】 １９４８年１月３１日 「退学関係綴 昭和廿

三年度以降 工学部」
大学文書館
（部分公開）

⑦
＊
休退学許可伺 【資料９】 １９４８年２月３日 「休学退学復学伺簿

昭和廿三年度以降 工
学部教務係」

大学文書館
（部分公開）

⑧ 第五百五拾五回教授会 １９４８年３月１１日 「教授会記録 昭和廿
一年度自二〇、一〇至
二三、一二、 北海道
帝国大学工学部」

工学部
（非開示）

【表５】 宮澤弘幸の在学に関する大学公文書

３、宮澤弘幸の在学・退学に関する文書

�１ 大学公文書

宮澤弘幸の北海道帝国大学在学に関わる大学公文書は表５の通りである。逸見勝亮報告
作成に当たっては、２００９年１１月に工学部が保管する公文書②④⑧を調査し、事務局学務部
から①の複写の提供を得、これらを基に記述した。
その後、２０１３年３月に改めて工学系事務部が公文書を悉皆調査したところ、「＊」印を
付した文書③⑤⑥⑦を確認した。現用文書でない③⑤⑥⑦を綴じた簿書は、段ボール箱に
詰めて現用文書とは別置して保管していたため、２００９年の調査の際には確認できなかった。
③⑤⑥⑦を綴じた簿書については、２０１３年６月に大学文書館へ移管し、歴史的資料とし
て保存することとなった。

�２ 工学部学籍簿の記載

逸見勝亮報告書の記述の中心資料となっている工学部学籍簿（表５②）の記載について
確認しておく。
「退学」欄には、「昭和１７年４月１日」と退学した日付の記載がある。退学の理由は「家
事上ノ都合」となっている。
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在学に関わる「備考」欄の記載は、以下の３件である。

・「昭和十六年十二月八日 国家総動員法ニ依ル諜報問題ニテ勾引セラレ後起訴セラ

ル」［鉛筆書き］

・「昭和２０年１２月２１日復学許可ス」［ペン書き］

・「昭．２２．２．２２． 死亡」［朱書き］

以下、表５の大学公文書の記述を基に、大学が宮澤の在学に関わって取った措置を改め

て確認する。

４、宮澤弘幸の「退学」

�１ 「退学」に関する文書について
資料６‐２は、１９４２年４月１日付け、宮澤弘幸による北海道帝国大学工学部長宛ての「退

学願」である。資料６‐１は、「退学願」の提出を受けて、工学部が退学を許可する事務手

続きを行なった「退学指令議案書」である。

両文書は、「入学退学休学卒業ニ関スル書類 自昭和十七年至昭和十九年 北海道帝国

大学工学部」と表紙に表題を記した工学部旧蔵の簿書に、資料６‐１、資料６‐２の順に綴

られている。簿書表紙には表題の他に朱書きで「保存期限 永久」と記載されている。こ

の簿書は、１９４２年から１９４４年までの工学部学生の入学・退学・休学・卒業に関する諸願・

届とその処理を行なった事務文書を綴ったものである。

�２ １９４２年４月１日付け「退学願」（資料６‐２）

宮澤弘幸は、１９４２年４月１日付けで工学部長宛てに「退学願」を提出した。筆跡は宮澤

の自筆であると認めることができ１８）、「宮澤」印の押印がある。

本文を書き下すと、「右は今般、家事上の都合に依り退学致したく候あいだ、ご許可あ

い成りたく、この段、お届け及び候なり」である。「家事上の都合」による退学を願い出

た内容である。

提出後に大学側が「退学願」に行なった記載としては、紙面の右端に「四月一日附ニテ

許可スルコト」の文言の鉛筆書きがあり、そのかなり下に大学の工学部担当学生主事であ

る宗宮知行教授（電気機械研究室）の「宗宮」印の押印がある。宗宮学生主事が工学部に

対し、４月１日付けで「退学願」を受理し、退学を許可する事務手続きを行なうように指

示した書き込みであると判断できる。また、紙面上部に「許可スルコト」の文言の鉛筆書

きがあり、その右側に井口鹿象工学部長の「井口」印の押印がある。工学部長が退学許可

の指示を行なったことを示す書き込みである。

�３ 「退学指令議案書」（資料６‐１）
宮澤名義の「退学願」の提出を受けた工学部では、学生主事と学部長の指示に基づき、

庶務係の柴山巌郎書記が宮澤の「退学願」に対する指令書案を作成した。内容は、工学部

長が宮澤に宛て４月１日付けで退学を許可するというものであった。
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事務手続き上の備考の１つ目として、宮澤が退学を願い出た理由について「退学願」の

記載に基づき、「家事上ノ都合」であることを記している。備考の２つ目として、指令内

容を総長ヘ報告すること、教官、授業料徴収を担当する会計課長、学生を監督する学生課

長、軍事教練を担当する配属将校へ通知することを記している。

柴山書記が作成した指令書案は、まず、事務手続きを担当する工学部庶務係の庄子榮三

郎書記、会計係の村田豊雄書記、奥山竹次郎嘱託が検印した。次に、宮澤が所属する工学

部電気工学科の筆頭責任者である協議員の浅見義弘教授（応用電気磁気学研究室）と、学

生主事宗宮知行教授が検印した。最後に、工学部長井口鹿象が検印し、議案の決裁を終了

した１９）。

指令書を工学部庶務係の菊野良子雇が浄書し、公文書番号「北大工指第五十三号」を付

して、宮澤宛てに通知した。

「昭和拾七年四月壱日扱済」と記載があり、ここまでの事務手続きを４月１日付けで行

なったことを示している。

�４ 工学部学籍簿への「退学」事項の記載（表５②）

工学部は、宮澤の学籍簿の退学欄に、退学した日付を「昭和１７年４月１日」、理由を「家

事上ノ都合」と記載した。

また、備考欄には「昭和十六年十二月八日、国家総動員法ニ依ル諜報問題ニテ勾引セラ

レ後起訴セラル」と記載した。工学部は、宮澤が逮捕された嫌疑について正確な情報を得

ていなかったことを示している。

工学部は、宮澤の学籍簿を在学者学籍簿群から外し、退学者学籍簿群へ移したと考えら

れる。

�５ 工学部教授会における「退学」の報告（表５③）

１９４２年５月７日に工学部が開催した第４２７回教授会において、前回の教授会以後の処理

事項の一つとして、「電気工学科三年目学生宮沢弘幸ニ対シ四月一日附ヲ以テ退学ヲ許可

セリ」と報告した。

�６ 宮澤弘幸の「退学」の位置づけ

前述の通り、「退学願」は宮澤弘幸自筆である。しかし、宮澤は戦後、秋間美江子氏に

対し、取調中に「退学願」を強制的に書かされたと証言したという。上田誠吉の調査でも

取調中に宮澤が拷問を受けたことが明らかになっているから、宮澤の「退学願」提出は、

生命の危険に晒されながらの苦渋の選択であったと考えられる。「退学願」提出強要に大

学が関わったことを示す記録はない。工学部が学籍簿に宮澤の嫌疑について正確に記載し

得ていないこと、軍機保護法の性質、宮澤の弁護士が宮澤の家族にさえ接見内容や嫌疑内

容について口外できなかった状況を鑑みると、検挙後の宮澤に大学が直接・間接に接触す
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公文書番号 件名 願日付 願受領日 議案作成日 文書決裁日 指令書日付

北大工指第４６号 除籍許可ノ件 ４月４日 ４月４日 ３月３１日

北大工指第４７号 入学許可ノ件 ４月１４日 ４月１０日 ４月１０日 ４月１０日

北大工指第４９号 休学許可ノ件 ３月３１日 ４月１日 ４月１日 ４月１日

北大工指第５０号 休学許可ノ件 ４月１日 ４月１日 ４月１日 ４月１日

北大工指第５２号 休学許可ノ件 ３月２８日 ４月３０日 ４月１日 ４月１日 ４月１日

北大工指第５３号 退学許可ノ件 ４月１日 ４月１日 ４月１日 ４月１日

北大工指第５９号 休学許可ノ件 ３月３１日 ５月１８日 ４月１日 ５月２２日 ４月１１日

【表６】１９４２年４月１日前後に工学部が発行した指令書の手続き日

［備考］「願日付」は工学部に提出された願に記載された日付、「願受領日」は工学部が願を受領した日付、「議案作成
日」は工学部が指令書案を作成した日付、「文書決裁日」は工学部で指令書案を決裁し終わった日付、「指令書
日付」は指令書を発行した日付。
第４５、４８、５１、５４‐５８号の文書は残っていない。

［出典］「入学退学休学卒業ニ関スル書類 自昭和十七年至昭和十九年 北海道帝国大学工学部」（北海道大学大学文
書館蔵）

ることは困難であったと推測される。従って、大学が宮澤の「退学願」提出に関与した可

能性は低いと考えられる。

工学部は、宮澤自筆の「退学願」提出を受け、「退学」手続きを進めた。工学部で行なっ

た「退学」手続きには特に瑕疵はない。しかし、工学部が４月１日付けで事務手続きを行

なったことには疑問が残る。表６は、現在、大学公文書から確認できる１９４２年４月１日前

後に工学部が発行した指令書の手続き日である。工学部の指令書の公文書番号は「北大工

指第□号」と付され、指令書を発行した順番に連番が付されると考えて良い。

第４７号では、「入学願」を工学部が受領した日付が４月１４日であるにも関わらず、指令

書の発行、即ち入学許可の通知は４月１０日付けで行なっている。これは１９４２年度の講義が

４月１０日から始まるため、学生の受講上、遡って許可する必要があったと考えて良い。第

５９号では、「休学願」の日付に対し、願受領と事務手続きに５０日以上の開きがあり、休学

許可の措置を日付を遡って実施している。これも学生の受講手続き上の理由であろう。こ

のように、当時の文書においては、記載された日付が、必ずしも実際の手続き実施日を正

確に示しているとは限らない。

第５３号に当たる宮澤弘幸の「退学願」の事務手続きは、文書の記載からは４月１日に、

事務手続き・指令書発行までのすべてを済ませていることを示している。しかし、第５２号

の「休学願」受領日が４月３０日であり、第５９号の「休学願」受領日は５月１８日である。公

文書番号は数字の順番に発行されるので、第５３号の宮澤の「退学願」を工学部が受領した

のは、４月３０日から５月１８日の間である可能性が高い。また、工学部教授会では、５月７

日に、前回の教授会（４月２３日）以後の処理事項として、宮澤の「退学」を報告している。

即ち、工学部は、４月３０日以後に宮澤の「退学願」を受領し、５月７日までに事務手続き

を終え、１ヶ月以上を遡った４月１日付けで「退学許可」を実施したと考えられるのであ
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る。宮澤が提出した「退学願」に鉛筆書きで記載された、「四月一日附ニテ許可スルコト」

との宗宮学生主事の指示は、４月１日中に事務処理をすることを意味したものではなく、

年度替わりの４月１日に遡って「退学許可」を実施するように求めたものであると考えら

れる。年度替わりに日付を合わせたのは、授業料徴収の会計上の事務、または講義・実験・

教練や学籍等の教務上の事務において、効果的に手続きを行なうことを考慮したためであ

ろう。こうした事務手続き上の日付の操作は、宮澤の「退学許可」のみに限って行なった

わけではない。例えば、第４９、５０、５２号も年度替わりに合わせ、４月１日に事務手続きを

済ませた体になっている。

宮澤弘幸の「退学」については、１９４３年５月２７日付け大審院判決文に「北海道帝国大学

工学部学生」と肩書きを記載していることとも齟齬がある。大学側の公文書では宮澤の「退

学」の事務手続きには基本的に瑕疵は見られない。判決文との齟齬は、司法当局が宮澤の

身分についての照会を怠り、逮捕当時の学生として身分表示をしたと考えるのが最も合理

的であろう。『ある北大生の受難』で上田は判決に至る裁判の論理立てに非常に欠陥が多

いことを指摘している。宮澤を学生身分のままの肩書きとしたことも、この裁判がかなり

杜撰な体制で進められたことを証左するものと考えられる。

５、宮澤弘幸の「復学」

�１ 「復学」に関する文書について
資料７‐２は、１９４５年１２月８日付け、宮澤弘幸による北海道帝国大学工学部長宛ての「復

学願」である。資料７‐１は、「復学願」の提出を受けて、工学部が復学を許可する事務手

続きを行なった「復学指令議案書」である。

両文書は、「退学休学入学卒業関係 自昭和二十年四月至〃二十一〃〃 工学部」と表

紙に表題を記した工学部旧蔵の簿書に、資料７‐１、資料７‐２の順に綴られている。この

簿書は、１９４５年４月から１９４６年４月までの工学部学生の入学・退学・休学・卒業に関する

諸届・願とその処理を行なった事務文書を綴ったものである。

�２ １９４５年１２月８日付け「復学願」（資料７‐２）

宮澤弘幸は、１９４５年１２月８日付けで工学部長宛てに「復学願」を提出した。筆跡は宮澤

の自筆であると認めることができ２０）、「宮澤」印の押印がある。肩書きは「元工学部電気

工学科三年目」と記載している。

本文を書き下すと、「右は、昭和十七年四月軍機保護法違反嫌疑のため退学中のところ、

昭和二十年十月十日無罪放免にあい成り、目下、自宅において勉学中にこれあり候。就て

は、元電気工学科三年目に復学致したく候あいだ、ご許可下されたく、この段、お届け及

び候なり」である。「退学願」ではその理由を紋切り型の「家事上ノ都合」としていたが、

「復学願」では「軍機保護法違反嫌疑」によって拘束されていたことが退学の理由であっ
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たと明記している。敗戦により退学理由である嫌疑について「無罪放免」となったため、

復学を願い出たという内容である。

大学側は、本文末尾の「及御届候也」を、願文書の定式に合わせて「及御願候也」と訂

正している。文書右寄りの行間に電気工学科協議員小串孝治教授（電力及電力応用学研究

室）と工学部担当学生主事佐山總平教授（採鉱学研究室）の検印、文書上部に井口鹿象工

学部長の検印がなされている２１）。

�３ 「復学指令議案書」（資料７‐１）
宮澤弘幸からの「復学願」の提出を受け、工学部では坂田隆之雇が「復学願」に対する

指令書案を作成した。内容は、工学部長が宮澤に宛て１２月２１日付けで電気工学科３年目へ

の復学を許可するというものである。

事務手続き上の備考として、指令内容を大学総長、学生の学籍に関わる学務の責任者で

ある学生部長、授業料徴収を担当する会計課長へ報告・通知することを記している。

坂田雇が作成した指令書案には、まず、事務手続きを担当する工学部庶務係の馬場文則

書記と庄司榮三郎主事、授業料徴収の実務を担当する工学部会計係の奥山竹次郎嘱託が検

印した。次に、宮澤が所属する工学部電気工学科の筆頭責任者である協議員の小串孝治教

授が検印した。最後に、井口鹿象工学部長が検印し、議案の決裁を終了した。

指令書の浄書、公文書番号の付与の記載はないが、文書決裁を行なっているので、１２月

２１日付けで宮澤宛てに「復学許可」の文書を通知したと考えられる。

�４ 工学部学籍簿への「復学」事項の記載（表５②）

工学部は、宮澤の学籍簿の備考欄に「昭和２０年１２月２１日復学許可ス」と記載した。さら

に、宮澤の学籍簿を、退学者学籍簿群から在学者学籍簿群の３年目の中に戻したと考えら

れる。

�５ 「復学」の位置づけ

宮澤弘幸は１２月８日付けで「復学願」を書いた。筆者の私見であるが、この日付の意味

は非常に大きいと考える。宮澤は、１９４１年１２月８日に検挙され、学生生活と学業の断念を

余儀なくされることになった。釈放後、敢えて１９４５年１２月８日を以て「復学願」を執筆し

たことは、宮澤が、意に反して失うことになってしまった４年間を、改めて自身の意志で

取り戻す決意を示したことを意味するのではないだろうか。「復学願」は、宮澤が自ら、

戦時中に着せられた汚名を濯ぐ行動に出た、強い意志を示す証左であると筆者は考える２２）。

上田誠吉によると、宮澤はさらに踏み込んで、奨学金によるアメリカ留学を志望した２３）。

１９４６年１月２５日の『朝日新聞』のコラム欄「天声人語」に、日本人を対象としたアメリカ

の大学への留学奨学金の記事が掲載された２４）。上田は、宮澤がこの記事を読み、アメリカ

のラファイエット大学への留学に応募したと推測している。２月６日の同欄には、宮澤が
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どのような志望をもって、留学に応募したかが記されている２５）。

しかし、４年に及ぶ拘禁・獄中生活で蝕まれた心身が十分に恢復することはなく、大学

への復学もアメリカへの留学も果たすことができなかった。

６、宮澤弘幸死去に伴う離籍

�１ 宮澤弘幸死去に関する文書

資料８は、１９４８年１月３１日付け、父「宮沢雄也」名義による、北海道大学工学部長宛て

の宮澤弘幸の「死亡届」である。「死亡届」の後に東京警察病院医師による１９４７年２月２２

日付けの宮澤弘幸「死亡診断書」が添付されている。「死亡届」と「死亡診断書」は、工

学部旧蔵「退学関係綴 昭和廿三年度以降 工学部」に綴られている。この簿書は、１９４８

年から１９５０年までの工学部学生の退学願・退学理由書等とその処理を行なった事務文書を

綴ったものである。

資料９は、「死亡届」の提出を受けて、工学部が宮澤弘幸の学籍を外すための事務手続

きを行なった文書である。工学部旧蔵の「休学退学復学伺簿 昭和廿三年度以降 工学部

教務係」に綴られている。この簿書は、学生から休学・退学・復学の願が提出されたとき

に、工学部内で願を許可するか否かの事務手続きを行なう文書を綴っている。

�２ １９４８年１月３１日付けの「死亡届」（資料８）

父「宮沢雄也」の名義で、１９４８年１月３１日付けの宮澤弘幸の「死亡届」が工学部長宛て

に提出された。宮澤弘幸の肩書きは「電気工学科三年目」となっている。本文は「右の者、

昭和廿二年二月廿二日、死亡致しましたので、別紙死亡診断書、あい添へ、お届け致しま

す」である。差出人名義は、住所「東京都千代田区富士見町二丁目九番地」、続柄「父」、

氏名「宮沢雄也」と記載があり、差出人の押印はない。宛て先は「北海道大学工学部長大

坪喜久太郎」である。

大学側の記載としては、文書下部行間に工学部会計掛の林芳次事務官と教務掛の小林義

雄事務官の検印、その上に電気工学科主任俣野麻太郎教授（電気機械教室）と工学部事務

課長の代理として庶務掛の佐藤耕一郎事務官の検印、上部に工学部長大坪喜久太郎の検印

がある２６）。さらに届文書に「北大工第六二号」と公文書番号を付してる。

この「死亡届」は、宮澤雄也の自筆ではないと判断できる２７）。綴の中の他の文書の用紙

や筆跡との比較から、工学部事務員が作成したものであると推測できる。この件について

は後述する。

「死亡診断書」は、東京警察病院の定式の「死亡診断書」用紙であり、東京警察病院の

公印が押印されているため、東京警察病院で作成された実物と考えられる。
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番号 内容 日付 押印の有無 添付文書

１ 死亡届 １月１５日 押印あり 死亡報告書（１９４７年１１月１２日）
父親から教務課長宛て書簡（１９４８年１月１１日）

２ 死亡届 １月３１日 押印なし 死亡診断書（１９４７年２月２２日）

３ 退学願 １月３０日 押印なし 父親から工学部宛て葉書（１９４８年１月３０日）

４ 退学願 １月３１日 押印位置を鉛筆書きで指
示した箇所に、押印あり

【表７】１９４８年１月に工学部に提出された届・願

［出典］「退学関係綴 昭和廿三年度以降 工学部」（大学文書館蔵）

�３ 「死亡届伺簿」（資料９）
「宮沢雄也」名義の「死亡届」提出を受け、工学部は、宮澤弘幸の死去に伴って学籍を

外す事務手続きを行なった。工学部電気工学科３年目に在籍している宮澤弘幸の１９４７年２

月２２日死去に伴い、「死亡」を理由として学籍を外す措置についての伺手続きである。工

学部の教務掛員が作成したと推測できる。教務掛の小林義雄、会計掛林芳次、事務課長佐

藤耕一郎、電気工学科主任俣野麻太郎教授、大坪喜久太郎工学部長の順番で検印がなされ、

宮澤の離籍手続きが認められた。宮澤弘幸を工学部の学籍から外すことを通知する文書に

「北大工第六二号」の公文書番号を付し、２月３日に宮澤雄也宛てに送付したと思われる。

�４ 工学部学籍簿の「備考」欄への死亡記載（表５②）

工学部は、宮澤の学籍簿の「備考」欄に、朱書きで「昭．２２．２．２２． 死亡」と記載した。

宮澤の学籍簿を在学者学籍簿群から外し、在学のまま死亡し離籍した者の学籍簿群へ移し

たと考えられる。

�５ 工学部教授会における「死亡」の報告（表５③）

１９４８年３月１１日に工学部が開催した第５５５回教授会において、前回の教授会以後の処理

事項の一つとして、「学生の退学、復学、死亡等に関し左記の通り異動があった」として、

「電気 三年 昭和二二、二、二二、死亡 宮澤弘幸」と報告している。

�６ 「死亡」による離籍の位置付け
前述した通り、「宮沢雄也」名義による宮澤弘幸の「死亡届」は父雄也の筆跡ではなく、

工学部事務員により作成されたものである。表７は、同じ簿書に綴じられている１件目か

ら４件目までの文書である。この４件は別人名義で工学部へ提出された届・願文書である

が、筆跡が同一で、工学部事務員による代筆文書であると推測できる。文書２が「宮沢雄

也」名義の「死亡届」である。工学部事務員が文書を代筆した理由については明確ではない。

例えば、文書１に添付されている、死亡した学生の父親が教務課長に宛てた書簡には、
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「先般御照会にあづかりました」と、工学部が学生の親元へ学生の安否や在学意志の確認

を行なっている様子が窺われる。さらに書簡は「退学届に関し様式その他御知らせ下され

度、早速退学手続致したいと存じて居ります」と、届文書の書式を尋ねている。工学部は

事務員が名義人名（父親の名前）も含め代筆した「死亡届」に、父親の押印だけを得て、

死亡による学生の離籍手続きを行なった。父親の住所は栃木県である。

文書３に添付されている、学生の父親が工学部長に宛てた葉書には「右ノ者本人ヨリ直

接何等カノ届出ナキ限リ退学トシテ御処理相成度」「尚本人居処不明ノ為本人ヨリ退学届

ノ提出不能ニ付申添フ」と記している。学生の安否確認ができず、父親が葉書で退学を申

し出ている。工学部では、事務員が「退学願」を父親名義で代筆作成した。押印がないま

ま、学生の退学手続きを進めた。父親の住所は新潟県である。

文書４は、添付文書はなく、学生と保証人が連署した様式の「退学願」を工学部事務員

が作成した。「退学願」の学生名と保証人名の下の２ヶ所に薄い鉛筆書きで丸を描き、押

印する位置を指示した跡がある。学生と保証人がそれぞれ、指示された位置に押印している。

以上の例から推察すると、文書２に当たる宮澤弘幸の「死亡届」も同様の手続きが行な

われたと考えられる。即ち、工学部が、本人または父親宛てに、宮澤弘幸の安否確認また

は在学意志確認の照会を行なった。この照会により、工学部は宮澤の死亡を確認し、宮澤

家または東京警察病院から「死亡診断書」の提出を受けた。「死亡診断書」を基に、工学

部事務員が、父親「宮沢雄也」名義で「死亡届」を代筆作成し、宮澤弘幸死亡による離籍

の事務手続きを行なった。宮澤雄也の押印を得ていない理由は、宮澤家の住所が東京であっ

たためであろう。代筆による学籍からの離籍手続きは、宮澤弘幸の案件に限られたもので

はないと表７の事例から判断できる。

おわりに

�１ 宮澤弘幸の北海道帝国大学在学期間について

以上の考察から、宮澤弘幸の在学について、大学が所蔵する公文書から以下５点を指摘

できることを確認しておきたい。

① 宮澤弘幸は、１９３７年４月１日から１９４０年３月３１日まで北海道帝国大学予科に在学

した。

② 宮澤弘幸は、１９４０年４月１日から１９４２年３月３１日まで北海道帝国大学工学部に在

学した。

③ 宮澤弘幸は、１９４１年１２月８日に軍機保護法違反容疑で検挙され、１９４２年４月１日

付けで自筆の「退学願」を提出し、工学部は４月１日付けで退学手続きを執った。

④ 宮澤弘幸は、１９４５年１２月８日付けの自筆の「復学願」を提出し、工学部は１２月２１

日付けで復学手続きを執った。

⑤ 宮澤弘幸は、工学部３年目に在学のまま、１９４７年２月２２日の死去し、工学部は１９４８
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期日 取り組み内容 概要

２００７年２月２２日
～４月３０日

総合博物館企画展示
「悲劇の北大生宮澤弘幸の『青春を綴
ぢたアルバム』展」（総合博物館）

秋間美江子氏が所蔵する宮澤弘幸在学
時代の写真アルバムを展示・紹介

２０１０年３月 逸見勝亮（大学文書館長）「宮澤弘幸・
レーン夫妻軍機保護法違反冤罪事件再考
――北海道大学所蔵史料を中心に――」

『北海道大学大学文書館年報』第５号
掲載

２０１１年３月 井上勝生（名誉教授、大学文書館研究
員）「戦時下、時代に棹さした北大生
宮澤弘幸、再論――逸見勝亮氏「宮澤
弘幸・レーン夫妻軍機保護法違反冤罪
事件再考」評――」

『北海道大学大学文書館年報』第６号
掲載

２０１１年１１月２９日 上田圭子氏（故上田誠吉夫人、東京都
在住）から「上田誠吉旧蔵宮澤・レー
ン事件資料」を受贈

井上勝生、井上高聡（大学文書館員）
が上田圭子氏邸を訪問

２０１２年３月 〔目録〕「上田誠吉旧蔵宮澤・レーン
事件関係資料」

『北海道大学大学文書館年報』第７号
掲載

２０１２年８月１日
～１１月３０日

附属図書館・大学文書館共催展示「“エ
ルムの森”の青春――北大生の群像
１８７６～１９４９」（附属図書館メディアコー
ト）

「北大生の戦争、そして新しい時代
へ」のコーナーで宮澤弘幸に関する資
料を展示・紹介

２０１２年１０月１４日 秋間美江子氏から「宮澤弘幸予科アル
バム」受贈

秋間美江子氏が大学文書館に来館
新田孝彦（理事・副学長・大学文書館
長）・白木沢旭児（文学研究科教授、
大学文書館副館長）が応対

２０１３年５月２９日
～６月１日

秋間美江子氏に宮澤弘幸の在学に関す
る大学公文書について説明

三上隆（理事・副学長）、井上高聡が
秋間美江子氏邸（アメリカ、コロラド
州ボルダー在住）を訪問

２０１４年３月 井上高聡「工学部学生宮澤弘幸の在学
について」

『北海道大学大学文書館年報』第９号
掲載

【表８】「宮澤・レーン事件」に関わる大学の取り組み

年１月３１日付けで離籍措置を執った。

�２ 「宮澤・レーン事件」に関わる大学の取り組みについて
大学が宮澤弘幸に関連して行なった在学に関わる事務手続きには瑕疵はない。しかしな

がら、戦時中に在学生であった宮澤弘幸が不当に遇された際、大学は全く無力であった。

この点について、大学は歴史的事実として銘記しなければならない。今後、大学は、大学

の歴史の中に「宮澤・レーン事件」を位置付け、風化することがないよう努力することが

必要である２８）。

表８は、近年、「宮澤・レーン事件」に関わって、大学が行なった取り組みである。今

後もこうした取り組みを継続していく必要がある。

工学部学生宮澤弘幸の在学について（井上）
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２０１４年４月下旬
～

宮澤弘幸及び「宮澤・レーン事件」に
関する資料展示（百年記念会館）

大学文書館が担当

［注］

１）『北海道大学大学文書館年報』第５号（２０１０年３月）、１０９‐１３２ページ。

２）「霙のなかに悲喜交々／予科実科専門部／合格者発表さる」（『北海道帝国大学新聞』１９３７年４月６

日、５面）。

３）「試験場の狭隘で／予科、実専を分離」（『北海道帝国大学新聞』１９３７年１月１２日、２面）。

４） 前掲注２）、「霙のなかに悲喜交々／予科実科専門部／合格者発表さる」。

５）『北海道帝国大学一覧 昭和十二年』（北海道帝国大学、１９３７年１０月）、４１０‐４１１ページ。

６） 予科学籍簿（北海道大学蔵）。

７）「桜星会々則」第１、４条（『桜星会会報』第３号、北大予科桜星会、１９３９年３月）。

８） 前掲注７）、『桜星会会報』第３号、４１ページ。『北海道帝国大学新聞』１９３８年６月２８日。

９） 前掲注７）、『桜星会会報』第３号、４２ページ。

１０）『桜星会雑誌』第４６号（桜星会文芸部、１９３８年７月）、８２‐８３ページ。

１１）『桜星会雑誌』第４７号（北海道帝国大学予科文芸部、１９３８年１１月）、９９ページ。

１２）「集会届一覧 昭和九年月起 北海道帝国大学学生課」（東北帝国大学農科大学・北海道帝国大学簿

書０４２９、北海道大学大学文書館蔵）。

１３）「学友呉君が先生で／支那語講習会を／予科報国会の提唱」（『北海道帝国大学新聞』１９３８年１１月２２

日、３面）。

１４）「北海道帝国大学文武会会則」（北海道帝国大学文武会編『文武会紹介』、１９３８年５月）。

１５）「殆んど無投票にて／文武会新理事決定」（『北海道帝国大学新聞』１９３８年１２月１２日、２面）。

１６）『北大百年史』通説（北海道大学、１９８２年７月）、２８３ページ。

１７）「全学会機構略定まる／全員の各班所属は卅日迄」（『北海道帝国大学新聞』１９４１年４月２２日、１面）。

１８） 大学文書館が所蔵する「宮澤弘幸予科アルバム」（秋間美江子氏寄贈）の自筆文字と比較した。ま

た、秋間美江子氏に宮澤の自筆文字であることをご確認いただいた。

１９） 役職・姓名は、文書の記名・検印を基に、１９４２年１０月１０日現在の『職員住所録』（北海道帝国大学）

を参照して判断した。

２０） 大学文書館が所蔵する「宮澤弘幸予科アルバム」（秋間美江子氏寄贈）の自筆文字と比較した。ま

た、秋間美江子氏に宮澤の自筆文字であることをご確認いただいた。

２１） 役職・姓名は、文書の記名・検印を基に、１９４４年１０月現在の『職員住所録』（北海道帝国大学）、１９４７

年８月３１日現在の『職員住所録』（北海道大学）を参照して判断した。

２２） 上田誠吉は、宮澤弘幸検挙後、援助を求める宮澤の両親に北海道帝国大学が冷淡に応対したため、

「戦後、宮澤弘幸が北大への復学を考えなかった」と記述している（上田誠吉『ある北大生の受難』、

１２５‐１２６ページ）。また、釈放後の宮澤の下に、大学から復学の意向について打診があった際、「弘幸の

心は動かなかった。両親は明らかな不快を示した。北大が弘幸の救援を断ったことが、両親の不信と

なっていた。」と記述している（１７９ページ）。執筆時、上田は当然、「復学願」の存在を確認できる立

場にはいなかったため、当時、宮澤の置かれていた状況から推論しての記述であるが、この部分につ

いては、訂正が必要である。両親の思いとは別に、宮澤は戦後の自身の再起への一選択肢として、大

学への復学を視野に入れていたのである。

２３） 上田誠吉『ある北大生の受難』、１７９‐１８０ページ。
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２４）『朝日新聞』１９４６年１月２５日、１面、「天声人語」の全文は以下の通りである。

比島の戦争に際して日本人に殺された米国兵士を記念する奨学金の話がユーピー電報として米紙

上に伝へられてゐる▼殺された兵士の名はロバート・ジヨンストン君、之に与へられた合衆国政

府の保険金一万弗が奨学の資金として両親からラフアイエツト大学に提供せられたが、これに関

する故人の遺志は正に襟を正させるものがある▼故人はこれを第一に日本の学生に対する奨学資

金に向けることを希望し、若し日本人学生に適当な候補者が見つからないければ、次々に中国人

学生、朝鮮人学生、又は比島人学生の順でこれを選ぶことにする▼更にそれも適当なものがない

時、初めて白人学生のうちで将来、東洋に行つて伝道の仕事につく志望をもつ者に向けてほしい

といふのが、遺言として発表せられたところである▼恩讐の彼方といふが、これはまた恩のみあ

るを知つて讐のない清浄の世界であり、隣邦蒋介石主席のいはゆる暴に報いるに悳を以てせんと

すると、同じ境地であるといつてよからう▼米人や華人の胸に開け行く境地が日本人に解らなく

てどうするか。

２５）『朝日新聞』１９４６年２月６日、１面、「天声人語」については、上田誠吉が、不正確な記述や最後の

数行の揶揄を批判しつつ、全文を『ある北大生の受難』１７９‐１８０ページに引用している。この記事は、

宮澤が戦後を如何に生きるかという意志を明確に記録した資料であるので、改めて以下に全文を引用

する。

比島で戦没した米兵ジヨンストン君の保険金一万弗が、その遺言に基いて両親からラフアイエツ

ト大学に奨学金として寄附せられ、その選に与るへき候補者の第一位に日本人が挙げられてゐる

ことは過日の本欄にも紹介した通りである▼早くも候補者としての名乗りが、北海道帝大に学ん

だことのある二十七歳の青年によつて上げられた▼仔細あつて匿名になつてゐるが、四年前の真

珠湾攻撃の頃、やはり同じ北大に講師をしてゐた米人ハロルド・マツシイ・レーン氏夫妻と共に

逮捕せられ、治安維持法並に軍機保護法に違犯するの故を以て十五年の重刑に処せられた▼大戦

中は引続き網走の重罪刑務所に繋がれ、昨年六月になつて仙台刑務所に移されたが、終戦後の政

治犯人釈放に関するマツクアーサー指令に基いて放免せられたとのことである▼本人は米国へ渡

つて哲学と法律とを修める傍ら、米国の教育制度を研究することにより、日本の教育制度を十分

に修正し、以て日本の民主々義化に資し度いとの希望を洩してゐる▼日本の新聞記事を読んだ結

果と報告せられてゐる所を見れば、或は本欄にも責任の一半があるかも知れないが、今日の日本

人に自己推薦を急ぐ資格があるかどうか▼あはてゝ行列の先頭に立たうとするよりは落着いて考

へ直して見る必要があり相である

２６） 役職・姓名は、文書の記名・検印を基に、１９４７年８月３１日現在の『職員住所録』（北海道大学）を

参照して判断した。

２７） 秋間美江子氏にご確認いただいた。

２８） この点につき、大学の方針について、秋間美江子氏からご了承をいただいた。

［資料６～９の表記について］

印刷文字は太字、印章・印判は網掛け、朱書き・朱印は傍点で表記した。その他は手書き文字である。

（いのうえ たかあき／北海道大学大学文書館員）
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